
5

委員会報告

高山市議会ぎかいだより第27号

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て

総
務
厚
生
委
員
会
に
は
７

件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
議
案
と
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
議
第
4
号
　
高
山
市
行

政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

（
行
政
課
題
へ
の
対
応
や
効

率
的
、
効
果
的
な
行
政
運

営
を
推
進
し
て
い
く
た
め

組
織
を
見
直
す
も
の
）

【
論
点
】
組
織
の
見
直
し
に

よ
る
効
果

・
こ
れ
ま
で
企
画
管
理
部

で
は
企
画
政
策
や
、
人
事
、

行
革
な
ど
の
広
い
所
管
業

務
を
抱
え
て
い
た
が
、
昨
今

は
地
方
創
生
や
公
共
施
設

管
理
な
ど
多
く
の
重
点
施

策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
た
め
、
企
画
部
門
と
総
務

部
門
を
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
強
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る

・
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
セ
ン
タ
ー
長
、
保

健
師
、
保
育
士
、
教
員
な
ど

を
新
た
に
配
置
し
、
健
康

推
進
、
保
育
園
、
学
校
教

育
と
の
連
携
が
よ
り
と
り

や
す
く
な
る

◎
議
第
6
号
　
高
山
市
積

立
基
金
条
例
の
一
部
改
正

（
基
金
の
有
効
活
用
を
図

り
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
を
行
う
た
め
、
基
金

の
統
廃
合
及
び
新
設
を
行

う
も
の
）

【
論
点
①
】
寄
附
者
の
意
向

・
こ
れ
ま
で
も
い
た
だ
い
た

寄
附
に
つ
い
て
は
、
そ
の
寄

附
の
目
的
に
沿
っ
た
事
業

に
充
当
し
て
い
る
。
今
後

も
寄
附
者
の
意
向
は
尊
重

し
て
い
き
た
い

【
論
点
②
】
新
設
さ
れ
る
基

金
の
目
標
額

・
火
葬
場
整
備
基
金
は
、
総

合
計
画
の
実
施
計
画
の
中

で
計
画
額
を
20
億
円
と
想

定
し
て
お
り
、
そ
の
半
額

の
10
億
円
を
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
基
金
は
計

画
額
を
19
億
円
と
想
定
し

て
お
り
、
そ
の
約
半
額
の

９
億
円
を
目
標
額
と
し
て

設
定
し
、
平
成
31
年
度
ま

で
に
積
ん
で
い
き
た
い

◎
議
第
7
号
　
高
山
市
税

条
例
等
の
一
部
改
正
（
地
方

税
法
等
の
改
正
に
伴
う
改

正
）

【
論
点
】
法
人
市
民
税
の
税

率
引
き
下
げ
に
よ
る
市
税

収
入
へ
の
影
響

・
影
響
額
は
、
約
４
千
万
円

の
減
収
と
な
る
が
、
こ
の
部

分
に
つ
い
て
は
交
付
税
措

置
さ
れ
る

◎
議
第
8
号
　
高
山
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
（
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
の
改
正
に
伴
う
改

正
）

【
論
点
】
国
民
健
康
保
険
条

例
以
外
の
条
例
改
正
の
必

要
性

・
市
税
条
例
の
改
正
は
す

で
に
行
っ
て
お
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
の
条
例

改
正
で
対
応
し
、
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
条
例
改

正
の
必
要
は
な
い

◎
議
第
9
号
　
高
山
市
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
介
護
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
う
改
正
）

【
論
点
】
条
例
改
正
に
よ
る

対
象
者
と
影
響
額

・
対
象
と
な
る
主
な
理
由

は
、
土
地
の
収
用
で
あ
る

・
平
成
28
年
度
の
保
険
料

の
賦
課
ベ
ー
ス
で
積
算
し
た

と
こ
ろ
、
対
象
者
は
約
80

名
、
影
響
額
は
３
０
０
万

円
程
度
の
減
額
と
な
る

◎
議
第
10
号
　
高
山
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
（
介
護
保
険
法
等

の
改
正
に
伴
う
改
正
）

【
論
点
】
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
体
制

・
現
在
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
４
名
配
置
し
て

い
る
が
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
受
験
資
格
が
得

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
資
格
取

得
の
準
備
を
す
す
め
、
５
名

体
制
と
す
る
予
定
で
あ
る

◎
議
第
18
号
　
久
々
野

支
所
庁
舎
改
築
工
事
（
建

築
）
請
負
契
約
の
締
結

【
論
点
】
入
札
不
調
に
よ
る

影
響

・
管
工
事
に
つ
い
て
入
札
が

不
調
と
な
っ
た
た
め
、
現

在
再
度
の
契
約
手
続
き
を

行
っ
て
い
る

・
工
期
等
に
つ
い
て
は
問
題

な
く
進
め
ら
れ
る
と
考
え

て
お
り
、
平
成
30
年
４
月

に
は
庁
舎
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
い

　

総
務
厚
生
委
員
会
で

は
、
議
会
提
言
に
向
け
て

「
子
ど
も
基
本
条
例
（
仮

称
）
」
を
策
定
す
べ
く
調
査

研
究
を
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
高
山
市
で
は
こ
の
た
び

「
教
育
大
綱
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
（
議
会
で
は
文

教
産
業
委
員
会
に
お
い
て

協
議
）
。
策
定
さ
れ
た
「
教

育
大
綱
」
は
、
妊
娠
期
か
ら

社
会
人
と
な
っ
て
自
立
す

る
ま
で
の
期
間
、
子
育
て

や
教
育
に
関
す
る
各
種
計

画
を
推
進
し
て
い
く
に
あ

た
っ
て
の
共
通
す
る
考
え

方
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
綱
が
策

定
さ
れ
た
の
で
、
当
委
員

会
と
し
て
は
、
今
後
こ
の

大
綱
が
施
策
に
ど
う
活
か

さ
れ
て
い
く
の
か
を
注
意

深
く
見
守
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
「
子
ど
も

基
本
条
例
（
仮
称
）
」
の
調

査
研
究
は
休
止
し
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
は
大
綱
を
も

と
に
作
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

「
施
策
」
に
活
か
し
て
い
く

事
に
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
か
ら
、
市

議
会
で
は
福
祉
と
教
育
を

「
福
祉
文
教
委
員
会
」
と

し
て
一
体
的
に
所
管
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
別
の
委
員
会
で
協
議

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
一
緒
に

な
る
こ
と
で
、
情
報
や
理
念

を
共
有
で
き
大
綱
が
施
策

と
し
て
実
現
で
き
る
よ
う

に
な
る
は
ず
で
す
。
市
も

今
後
こ
の
大
綱
に
沿
っ
て

施
策
を
展
開
す
る
と
し
て

お
り
、
今
後
の
施
策
展
開

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
皆
様
の
ご
意

見
も
議
会
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

付
託
議
案
の
審
査

委
員
会
の
活
動

総務厚生
委員会


